
平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

単
位

平成２３年度（見込）

区分

市　債

細
目

使用料

　平成２４年度予算概要
宇陀市内における市道で、安心して利用できる道路整備を行う。
　特に、年々老朽化している道路構造物で道路表面の舗装補修
や道路側溝・街路灯の補修、を実施する。

<181><7-2-2-1><1><2012>

総合計画

単位当たりコスト　　　　（円）

35,500

増減額 7,500

Ｈ２３
当初予算額

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標の実績
単
位

人件費 （人工×8,000千円）

決算額又は決算見込額 （千円）

2,780

11,820

ｍ

-

ｍ

活動指標名 整備延長

1,600

事業の
目　標

　誰もが安全安心で、生き生きと暮らせる地域づくりの推進。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

0.60

4,800

5,978

活動指標の算式

平成２２年度（実績）

　市民の安全なネットワークの確保。

事業
区分 道路維持事業　道路舗装等維持補修工事継続

№

事業の目的

所管課

7款

2 道路維持費

市道１，６８１路線、総延長７３２Kmの内、特に生活と密着した道
路の維持補修を実施、生活環境の向上を図る。

目

項 道路橋梁費

1

土木費

道路維持費

区分名

年度 所属区分会計

0.70

19,125

２４

事業
名

一般会計予算

一般会計

建設課 （建設部）

財源の内訳　　（単位：千円）

25,000

根拠条例等

特定財源の状況

28,000

その他

Ｈ２４年度
事業の概要

28,000

H２４予算額

一般財源

35,500

備考

2

国　費

16,620

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］
　 (1) 効果的な道路改良と補修の
　　　実施

　

30,600

5,600

Ｈ２３
現計予算額

基本計画　第３章第２節　（２）生活道路の整備　道路の安全性・利便性の向上

分担金

県　費

道路法４２条（道路の維持または修繕）

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

節 千円

工事請負費 35,500

計 35,500

－135－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式

6,800

　 市道の安全確保のため、カーブミラーの新設、修繕や道路防
護柵（ガードレール）の新設、補修を行う。
　また、道路面に於けるセンターライン等の区画線の塗り直しを
行う。

　
　 需用費　　　　　  800千円
　 工事請負費　　5,200千円
　 　　計　　　　　　6,000千円

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

平成２３年度（見込）

6,000決算額又は決算見込額 （千円）

特定財源の状況

6,000

6,000

Ｈ２３
現計予算額

6,000

6,000

H２４予算額

その他

一般財源

県　費

7

区分

Ｈ２４年度
事業の概要

　市道利用者の安全確保。

0.10

800

活動指標の実績 箇所

款

財源の内訳　　（単位：千円）

平成２２年度（実績）

増減額

Ｈ２３
当初予算額

国　費

道路橋梁費

交通安全施設整備費

市　債

使用料

細
目

6,800

総合計画

根拠条例等

事業の目的

備考

箇所

0.10

130,769

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［暮らしの安全］

(7) 防犯灯、交通安全施設の整
備

箇所数

－

125,926

52
単
位

事業の
目　標

市道利用者の安全性、利便性の確保。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

54.0

800

単位当たりコスト　　　　（円）

6,000

活動指標名

単
位

市道１，６８１路線、総延長７３２kmの内、特に生活と密着した道
路の維持補修を実施し、生活環境の向上を図る。

市道における道路防護柵、カーブミラーや道路区画線の維持補
修を実施し、道路利用者の安全確保を行う。

目 2

№

項

3

分担金

基本計画　第３章第２節　（２）生活道路の整備　道路の安全性・利便性の向上

道路法４２条（道路の維持または修繕）

2

区分名

土木費

道路維持費

<181><7-2-2-3><1><2012>
年度 所属区分会計

交通安全施設整備事業

２４

事業
名

一般会計予算

一般会計

建設課 （建設部）所管課

事業
区分

継続

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

－136－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

社会資本整備総合交付金 18,000千円

過疎債                         13,000千円

25,800

4,800

「道路法４２条」（道路の維持又は修繕）

県道榛原菟田野御杖線と県道内牧菟田野線を結び、宇陀市の
市道として重要な役割を果たす市道平井比布線の舗装路面の痛
みがはげしいことから、菟田野平井地内（１０００ｍ）の区間におい
て、本事業により計画的に舗装補修などを行うものである。

県　費

36.2

<2012>

18,000

21,000

進捗率

執行額/全体事業費

712,707

分担金

年度 所属区分会計

備考

％

<181><7-2-3-11><1>

　　「社会資本整備総合交付金事業（国交省）」
全体計画年度　Ｈ２３～２５年度
（全体事業費　58,000千円）
全体計画の概要　　　道路舗装修繕
 Ｌ（延長）＝１，０００ｍ
Ｗ（幅員）＝６．０ｍ
平成２４年度事業費
　31,000千円

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

使用料

H２４予算額

一般財源

13,000

国　費

特定財源の状況

20,480

その他

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］
　 (1) 効果的な道路改良と補修の
　　　実施

２４

事業
名

一般会計

建設課 （建設部）

総合計画 基本計画　第３章第２節（２）生活道路の整備　道路の安全性・利便性の向上

事業
区分

継続

事業の目的

根拠条例等

社会資本整備総合交付
金事業（平井比布線）11

区分名

一般会計予算

土木費

項

社会資本整備総合交付金事業　市道平井比布線

№

道路新設改良費

道路橋梁費

目 3

2

所管課

7款

区分

細
目

事業の
目　標

当課で管理する市道のうち、補修懸案路線の解消。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

単
位

活動指標の実績

平成２３年度（見込）

決算額又は決算見込額 （千円）

0.60

単
位

Ｈ２４年度
事業の概要

宇陀市内、奈良県東部を東西に結ぶ主要動線である平井比布
線を補修整備することによって、安全性を向上させた。

Ｈ２３
現計予算額

20,480

平成２２年度（実績）

31,000

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 10,520

Ｈ２３
当初予算額

活動指標名

活動指標の算式

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

節 千円

需用費 534

使用料及び
賃借料

366

工事請負費 30,100

計 31,000

－137－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

活動指標の算式

13,357

　「社会資本整備総合交付金事業(国交省)」
全体計画年度
H22～H26年度(全体事業費200,000千円)
全体計画の概要
工事延長　L=6,300ｍ
道路舗装工事　 道路幅員　W=7.0ｍ
H24年度事業費　 41,300千円

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

平成２３年度（見込）

8,557決算額又は決算見込額 （千円）

特定財源の状況

41,300

Ｈ２３
現計予算額

30,515

30,515

H２４予算額

その他

一般財源

17,300

県　費

7

区分

Ｈ２４年度
事業の概要

宇陀市室生小原～三本松地内の主要路線である小倉室生線を
補修整備することによって付近住民及び観光客の安全性を向上
させる。

0.60

4,800

活動指標の実績 ％

款

財源の内訳　　（単位：千円）

平成２２年度（実績）

増減額 10,785

Ｈ２３
当初予算額

国　費

道路橋梁費

社会資本整備総合交付
金事業（小倉室生線）

市　債

使用料

細
目

75,107

総合計画

根拠条例等

事業の目的

備考

％

社会資本整備総合交付金 24,000千円

過疎債　　　　　　　　　　　　 17,300千円0.70

2,158,247

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］
　 (1) 効果的な道路改良と補修の
　　　実施

進捗率

執行額/全体事業費

3,106,279

34.8
単
位

事業の
目　標

　当課で管理する市道のうち、補修懸案路線の解消。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

4.3

5,600

単位当たりコスト　　　　（円）

69,507

活動指標名

単
位

市道小倉室生線は、国道２５号線（名阪国道）から国道１６５号
線を経由し国宝である室生寺を結ぶ主要な観光アクセス道路で
あり、四季を問わず県内外から多くの来訪者の利用がある。

しかしながら、近年の通行車両の大型化等により舗装面の状態
が悪く、道路管理者で実施している簡易な補修では対応できない
状況にある。

目 3

24,000

№

項

13

分担金

基本計画　第３章第２節(2)生活道路の整備　道路の安全性・利便性の向上

「道路法４２条」（道路の維持又は修繕）

2

区分名

土木費

道路新設改良費

<181><7-2-3-13><1><2012>
年度 所属区分会計

社会資本整備総合交付金事業　市道小倉室生線

２４

事業
名

一般会計予算

一般会計

建設課 （建設部）所管課

事業
区分

継続

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

節 千円

需用費 649

役務費 31

使用料及び
賃借料

508

工事請負費 40,100

公課費 12

計 41,300

－138－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

社会資本整備総合交付金 18,000千円

過疎債　　　　　　　　　　　　 13,200千円

「道路法４２条」（道路の維持又は修繕）

市道小原小倉線は、宇陀市室生の東里地域を通る県道都祁名
張線から、当路線を通過し市道小倉室生線を経て、名阪国道小
倉インターチェンジを結ぶ主要生活道路である。また、農林産物
の搬出路として利用されている路線でもある。現道は、幅員が狭
く視距も悪い状態にあり、近年自動車の大型化に伴い、車両通行
が危険な状態である。

県　費

<2012>

18,000

分担金

年度 所属区分会計

備考

<181><7-2-3-14><1>

「社会資本整備総合交付金事業(国交省)」
全体計画年度　H24年度
全体計画の概要
工事延長　L=1,020ｍ
　　1.5車線的改良工事
　　道路幅員　W=6.0ｍ
H24年度事業費　 31,200千円

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

使用料

H２４予算額

一般財源

13,200

国　費

特定財源の状況

その他

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］
　 (1) 効果的な道路改良と補修の
　　　実施

２４

事業
名

一般会計

建設課 （建設部）

総合計画 基本計画　第３章第２節(2)生活道路の整備　道路の安全性・利便性の向上

事業
区分

新規

事業の目的

根拠条例等

社会資本整備総合交付
金事業（小原小倉線）14

区分名

一般会計予算

土木費

項

社会資本整備総合交付金事業　市道小原小倉線

№

道路新設改良費

道路橋梁費

目 3

2

所管課

7款

区分

細
目

事業の
目　標

　当課で管理する市道のうち、補修懸案路線の解消。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

単
位

活動指標の実績

平成２３年度（見込）

決算額又は決算見込額 （千円）

単
位

Ｈ２４年度
事業の概要

宇陀市室生小原地内の主要路線である小原小倉線を１．５車
線化整備することによって付近住民及び観光客の安全性を向上
させる。

Ｈ２３
現計予算額

平成２２年度（実績）

31,200

単位当たりコスト　　　　（円）

増減額 31,200

Ｈ２３
当初予算額

活動指標名

活動指標の算式

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

節 千円

需用費 655

委託料 5,100

使用料及び
賃借料

245

工事請負費 24,800

土地購入費 250

立木等補償 150

計 31,200

－139－
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決算額又は決算見込額 （千円）

平成２３年度（見込）

増減額

275

使用料

分担金

県　費

10,100

事業の成果

事 業 の コ ス ト

社会資本整備総合交付金
事業（山辺三赤人橋線）

「道路法４２条」（道路の維持又は修繕）

２４

区分名

道路新設改良費

道路橋梁費

活動指標の実績

単位当たりコスト　　　　（円）

平成２２年度（実績）

総合計画 基本計画　第３章第２節(2)生活道路の整備　道路の安全性・利便性の向上

特定財源の状況

その他

Ｈ２４年度
事業の概要

宇陀市榛原山辺三地内の主要路線である山辺三赤人橋線を整
備することによって付近住民の通行及びハイキング観光客の安
全性を向上させる。

25,375

財源の内訳　　（単位：千円）

市　債

H２４予算額

一般財源

25,375

Ｈ２３
当初予算額

Ｈ２３
現計予算額

15,000

「社会資本整備総合交付金事業(国交省)」

H24年度事業費　 25,375千円
全体計画の概要
工事延長　L=20ｍ、Ｈ＝23ｍ、A=460㎡

国　費

新規

№

事業の目的

所管課

7款

区分

細
目

事業
名

15

事業
区分

根拠条例等

3

一般会計予算

2

土木費

　市道山辺三赤人橋線は、室生ダムの湖畔に沿って東海自然歩
道・深谷龍神渓谷につながるハイキングルートであり、また、室生
ダム湖ではヘラブナ・鯉等のつり客、市の運営する赤人霊苑を結
ぶ主要生活道路であります。現道は、ダム湖の特徴である幅員
が狭く・カーブが多い・視距が悪いと言う状態にあり、開設から約
四〇年ほど経過しており、近年特に切土のり面肩先の風化により
オーバーハングとなっている所が多く見受けられ、車両通行が危
険な状態となっている。その為大事故に繋がる崩落を未然に解
消し、安心安全に通行出来る道路を整備したい。

<2012>
年度 所属区分会計

<181><7-2-3-15><1>

一般会計

建設課 （建設部）

社会資本整備総合交付金事業 市道山辺三赤人橋線

項

目

備考

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］
　 (1) 効果的な道路改良と補修の
　　　実施

社会資本整備総合交付金 15,000千円

公共事業等債　　　 10,100千円

活動指標名

活動指標の算式

単
位

単
位

事業の
目　標

　当課で管理する市道のうち、補修懸案路線の解消。

従事職員数【人工】

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

節 千円

需用費 295

使用料及び
賃借料

80

工事請負費 25,000

計 25,375
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　社会資本整備総合交付金
　３，０００千円

6,400

2,400

道路法４２条（道路の維持又は修繕）

道路交通の完全を確保する上で、これまでの事後保全的な対
応から計画的かつ予防的な対応に転換し、橋梁の長寿命化修繕
計画を策定するための点検を行う。

県　費

34.0

<2012>

3,000

4,000

橋梁数

－

188,235

分担金

年度 所属区分会計

備考

橋

<181><7-2-3-93><1>

「社会資本整備総合交付金事業（国交省）」
全体計画年度：Ｈ２３～Ｈ２５（全体事業費　１５，０００千円）
計画の概要：重要路線の橋梁１０１橋の橋梁点検及び計画策定

Ｈ２４年度事業費：５，０８３千円
橋梁長寿命化修繕計画に伴う保守点検委
託料 （奈良県補完に伴い県に委託予定）

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

使用料

H２４予算額

一般財源

国　費

特定財源の状況

5,000

その他

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［暮らしの安全］

(7) 防犯灯、交通安全施設の整
備

２４

事業
名

一般会計

建設課 （建設部）

総合計画 基本計画　第３章第２節　（１）幹線道路の整備

事業
区分

継続

事業の目的

根拠条例等

社会資本整備総合交付金事業
（長寿命化修繕計画策定）93

区分名

一般会計予算

土木費

項

社会資本整備総合交付金事業（長寿命化修繕計画策定業務）

№

道路新設改良費

道路橋梁費

目 3

2

所管課

7款

区分

細
目

事業の
目　標

　当市で管理する橋梁の安全確保。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

単
位

活動指標の実績

平成２３年度（見込）

決算額又は決算見込額 （千円）

0.30

単
位

Ｈ２４年度
事業の概要

　宇陀市内の重要路線、長大橋の橋梁点検、修繕計画を策定す

ることにより、架け替え、維持補修経費の削減を図り、道路橋梁

の安全確保とコスト縮減を図る。

Ｈ２３
現計予算額

5,000

平成２２年度（実績）

5,083

単位当たりコスト　　　　（円）

2,083

増減額 83

Ｈ２３
当初予算額

活動指標名

活動指標の算式

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

節 千円

需用費 83

委託料 5,000

計 5,083
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備考

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］

事業の
目　標

・上位計画の総合計画の理念をふまえつつ、まちづくりのテーマ
及び将来都市像をまとめる。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

活動指標の実績

活動指標名

活動指標の算式

総事業費：人件費含む （千円）

決算額又は決算見込額 （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

単位当たりコスト　　　　（円）

Ｈ２３
現計予算額

事業
区分 都市計画マスタープラン作成業務委託新規

目 1

款

項 都市計画費

事業
名

一般会計予算

事業の目的

所管課

・都市計画マスタープランは、都市計画の観点から長期的な視点
にたって、地域の社会的・経済的情勢に対応しながら、宇陀市総
合計画や市街化区域における基盤整備、交通網の整備、田園環
境との調和、新興住宅や農村集落の良好な住環境の保全など、
宇陀市らしい個性あるまちづくりを進めていくための方針である。

総合計画 第３章　第１節　良好な住環境の形成

根拠条例等

7

4

区分名№

Ｈ２３
当初予算額

財源の内訳　　（単位：千円）

使用料

細
目

都市計画総務費

Ｈ２４年度
事業の概要

・都市計画マスタープラン　　３，０００千円
　・計画書作成
　・住民アンケート調査及び分析

平成２３年度（見込）

H２４予算額

単
位

単
位

特定財源の状況

増減額 3,000

一般財源

国　費 3,000

本庁都市計画総務費1

・まちづくりを進める指針
　　市の現状や市民の意向、まちづくりの主要課題を把握し、将
来目標及び将来都市像を示し、市民や行政、地域などが協働の
まちづくりを行う指針とする。

その他

都市計画課 （建設部）

平成２２年度（実績）

・合併市町村補助金　3,000千円

分担金

3,000

土木費

区分

県　費

市　債

２４

年度 所属区分会計

一般会計

<161><7-4-1-1><1><2012>

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 
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<161><7-4-1-1><1><2012>

基本計画　第３章第１節　良好な住環境の形成、定住環境の整備

その他

国　費

使用料

・駅前整備検討委員会の設置及び開催
　委員構成　有識者、住民代表、交通関係機関、行政など　計20
名
　開催数　　 4回予定
　経費内訳  報酬　　206千円（行政外15名）
 その他　　　ワークショップによる意見集約（住民参加）

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］

単
位

206

Ｈ２３
当初予算額

H２４予算額

備考

平成２３年度（見込）

住民参加による合意形成を図ることによって、より親しみのある
駅前広場の整備が図れる。

地域課題に対して自らが政策参加することにより、能動的な地
域振興への意識の醸成が図られ、地域の活性化に関心が高ま
る。

行政、地域お互いが知恵を出し合い、このことをきっかけに将来
に向け希望や夢がもてる地域づくりを目指すきっかけとなる。

一般財源

Ｈ２３
現計予算額

増減額

市　債

特定財源の状況

206

206

年度 所属区分会計

２４

事業
名

一般会計

本庁都市計画総務費1

7

都市計画総務費

都市計画費

根拠条例等 室生口大野駅前整備検討委員会設置要綱（告示予定）

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

県　費

総合計画

Ｈ２４年度
事業の概要

単
位

平成２２年度（実績）

4

土木費

事業
区分 室生口大野駅前整備検討委員会費新規

目 1

区分名№

（建設部） 一般会計予算都市計画課

事業の目的

所管課

区分

細
目

観光地にふさわしい活力ある駅環境の確保のため、室生口大
野駅前広場を整備することにより、大野地区をはじめ室生地域全
体の活性化に寄与させることを目的に、駅前広場整備及び周辺
地域の土地利用計画等について、検討委員会を設置のうえ検討
する。

款

項

事業の
目　標

検討委員会で整備方針の方向付をしながら、さらにワークショッ
プなど住民参加により意見集約を行い、ひいては政策としての熟
度の高い整備計画内容にまとめ上げる。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

活動指標名

活動指標の算式

活動指標の実績

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

決算額又は決算見込額 （千円）

単位当たりコスト　　　　（円）

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 
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　平成２２年度（実績）

Ｈ２４年度
事業の概要

建物の修復から活用までの過程を通じて多様な世代が関わるこ
とにより、地域住民との交流により地域活性化及び地元雇用の
場を提供する。
また、榛原から菟田野への観光ルートの中間拠点として休憩所

等に利用できる。

 補助金を活用し、旧伊那佐郵便局の修復を行う。
修復にあたっては、専門家の指導の元、地域住民をはじめ広く参
加者を募集して行う。
 完成後は、地元物産販売等を行うが、育児中の母親や、介護等
で長時間働くことができない人を中心に雇用し、社会や地域とつ
ながる場を提供する。

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

決算額又は決算見込額 （千円）

平成２３年度（見込）

7

事業
区分

№

事業の目的

所管課

目 1

単位当たりコスト　　　　（円）

10,000

活動指標名

活動指標の算式

活動指標の実績
単
位

増減額

単
位

Ｈ２３
現計予算額

事業の
目　標

・地元雇用の場の提供等による地域の活性化
・芳野川サイクリングロードの菟田野方面への中間点として、休
憩場所及び観光情報の提供場所を提供する。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

総合計画 基本計画　第３章第１節　良好な住環境の形成、定住環境の整備

根拠条例等 都市計画審議会条例・宇陀市都市計画等の案の作成手続きに関する条例・奈良県屋外広告物条例・施行規則

細
目

特定財源の状況

使用料

国土交通省の「空き家再生等推進事業補助金」を活用し、榛原
比布地内の旧伊那佐郵便局（昭和9年築）を修復するための民間
団体「伊那佐郵人（いなさゆうと）」に対し、補助を行う。
この団体は地元の有志により組織されており、地元物産販売、観
光拠点として旧伊那佐郵便局を活用し、地元住民の雇用の場の
提供及び来訪者への利便性向上を目的とされてる。
また、地元物産販売にあたっては、特産物を活用した料理の調

査研究を食生活推進協議会の協力を得て行う。

国　費

都市計画総務費

4

Ｈ２３
当初予算額

区分名

土木費

区分

年度 所属区分会計
<7-4-1-1><1><2012>

1

<161>

都市計画費

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

款

項

２４

事業
名

一般会計予算

一般会計

都市計画課 （建設部）

空き家再生等推進事業新規

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ４．産業振興観光振興プロジェクト
　［観光振興 宇陀市の歴史的文化
    的資産の活用］
　(3) 観光施設、観光資源の整備

10,000

その他

一般財源

県　費

市　債

H２４予算額

　社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　　　　5,000千円

備考

5,000

5,000

本庁都市計画総務費

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 
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100

一般会計

分担金

区分

細
目

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］

3,000

その他

一般財源

県　費

市　債

特定財源の状況

備考

1,400

所管課

事業
区分 市道萩原１２号線道路詳細設計業務委託新規

事業
名

一般会計予算都市計画課 （建設部）

所属区分会計

２４

<2012> <161><7-4-1-1><1>

単
位

年度

平成２３年度（見込）

増減額 3,000

平成２２年度（実績）

目 1

・密集している市街地に於いて、消防車等の緊急車両が通行可
能になり、地域住民が安心・安全な暮らしを確保する。
・南都銀行、大和信用銀行、新町郵便局へのアクセス道路とし
て、商業サービス環境の充実とにぎわいの創出が図られる。

決算額又は決算見込額 （千円）

Ｈ２３
当初予算額

Ｈ２３
現計予算額

H２４予算額

事 業 の コ ス ト

事業の成果

Ｈ２４年度
事業の概要

・道路詳細設計業務
　　委託料　３，０００千円
　　　Ｌ＝１４０ｍ　Ｗ＝６．０ｍ

　社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　　　　　　1,500千円
　合併特例債　　1,400千円

土木費

1,500

本庁都市計画総務費

都市計画総務費

都市計画費

財源の内訳　　（単位：千円）

使用料

国　費

事業の目的

総合計画 第３章　第１節　定住環境の整備

・道路整備により、消防車等の緊急車両が通行可能になり、地域
住民が、安心・安全な暮らしを確保する。
・榛原駅周辺の整備を行い、関係機関と協働し、にぎわいのある
中心市街地を図る。

款

項

根拠条例等

7

1

区分名

4

№

事業の
目　標

　

従事職員数【人工】

活動指標の実績
単
位

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標名

活動指標の算式

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 
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2,500

一般会計

分担金

区分

細
目

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］

5,000

その他

一般財源

県　費

市　債

特定財源の状況

備考

所管課

事業
区分 近鉄長谷寺７号踏切事前調査業務新規

事業
名

一般会計予算都市計画課 （建設部）

所属区分会計

２４

<2012> <161><7-4-1-1><1>

単
位

年度

平成２３年度（見込）

増減額 5,000

平成２２年度（実績）

目 1

・近鉄榛原駅北口広場へのアクセス強化と、南口広場の交通渋
滞の緩和が図られる。
・長谷寺７号踏切の渋滞緩和・交通安全対策となる。
・市街地の活性化、定住促進・定住環境の整備が図られる。

決算額又は決算見込額 （千円）

Ｈ２３
当初予算額

Ｈ２３
現計予算額

H２４予算額

事 業 の コ ス ト

事業の成果

Ｈ２４年度
事業の概要

社会資本整備総合交付金事業
　　平成２４年度　事前調査業務委託　　　　５，０００千円
　　　・現地測量

　社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　　　　　　　2,500千円

土木費

2,500

本庁都市計画総務費

都市計画総務費

都市計画費

財源の内訳　　（単位：千円）

使用料

国　費

事業の目的

総合計画 第３章　第２節　（２）生活道路の整備

近畿日本鉄道により、南北に分断されている市街地を結ぶアク
セス道路を検討するため、長谷寺７号踏切（下井足）の調査を行
い渋滞緩和や、交通安全対策としての代替え道路を整備すること
により、生活の利便性の向上を図る。

款

項

根拠条例等

7

1

区分名

4

№

事業の
目　標

　

従事職員数【人工】

活動指標の実績
単
位

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標名

活動指標の算式

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 
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所管課 公園課 （建設部） 一般会計予算

<2012> <1> <7-4-2-1> <163>

事業
区分

新規
事業
名 地域活性化推進拠点施設整備事業補助金

年度 会計 区分 所属

２４ 一般会計

細
目

1 公園費

事業の目的

ワールドメイプルパーク整備工事の完了に伴い、旧宇太小学校
跡地は世界のカエデ公園となり、単なる憩いの広場としての公園
ではなく、テーマを持った地域独特の生産の場・交流の場・就業
の場として地域の活性化に向けた取り組みのできる公園として進
めてきている。

そこで、当該公園の持つ特異な性質から、地域住民が中心と
なった活性化団体へ、公園整備では補完しきれない校舎の再利
用を促し、更なる公園機能の充実を図るため、活性化目的に即し
た校舎の改修等を施し、その活動拠点を構築する目的で必要な
経費を補助するものである。

款 7 土木費

区分 № 区分名

目 2 公園費

項

単
位

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ５．共に考え行動する「協働」プロ
　　ジェクト
　(7) 市民との協働の推進

　
市町村合併推進体制整備費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　30,000千円

事業の成果

市　債

Ｈ２４年度
事業の概要

財源の内訳　　（単位：千円）

かねてから地域住民の思い入れのある校舎の解体は行わず、
その校舎の再利用により、当該公園をより一層の愛着で地域に
溶け込み、活性化団体の育成をはじめ、カエデを中心とした新た
な地域特産品の醸造から、従来からの商工業製品或いは農林産
品など、訪れる方々への商品として提供し、類を見ないカエデの
学術、研究用施設としても利用し、更には体験や参加をとおして
交流の促進を図りつつ、周辺観光地との連携も含め、昼間の流
入人口増大が見込め、地域全体への経済効果までもが期待でき
る.

分担金

使用料

Ｈ２３
現計予算額

国　費 30,000

県　費

増減額

特定財源の状況事 業 の コ ス ト 平成２２年度（実績） 平成２３年度（見込）

一般財源

H２４予算額 30,000

Ｈ２３
当初予算額

根拠条例等 都市公園法に基づき宇陀市公園条例

総合計画 第１章第５節　公園・緑地の整備

30,000

その他

4 都市計画費

事業の
目　標

備考

単位当たりコスト　　　　（円）

決算額又は決算見込額 （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

活動指標の算式

活動指標の実績
単
位

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

従事職員数【人工】

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

耐震等工事費 17,000

内外装工事費 11,000

その他の経費 2,000

合　　計 30,000

補助金内訳（単位：千円）
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平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

60,002

活動指標名

活動指標の算式

決算額又は決算見込額 （千円） 100,000

特定財源の状況平成２３年度（見込）

一般財源

・農山漁村活性化プロジェクト支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　27,300千円
・合併特例債
　　　31,000千円

総事業費　２２０，０００千円（農山漁村活性化プロジェクト支援
　　　　　　　　　　　　　交付金・都市農山漁村総合交流促進施設）
事業期間　平成２０年度～２４年度の５ヵ年計画事業
事業規模　A＝16,000㎡　内、カエデ展示圃場A＝8,000㎡
整備内容　景観を配慮した公園的整備（展示圃場整備・遊歩道・
　　　　　　　休憩所・カエデの植栽・灌水設備）・観賞用、育苗用
　　　　　　　ハウス建築・イベント広場兼駐車場整備等
　20年度　60,000千円（21年度へ全額明許繰越）　　　 　 0％
　21年度　0

4,000総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円） 11,200

1.40

4,000

事業の
目　標

指定管理者として運営にあたるNPO法人「宇陀カエデの郷づく
り」が、22年11月7日に設立。現在はNPOとしての活動及び運営
の具体的計画を検討中

この組織により、事業計画に即した交流人口及び地域活性化
が容易となる。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

活動指標の実績
単
位

単位当たりコスト　　　　（円）

単
位

平成２２年度（実績）

111,200

進捗率（%）

実施事業費／総事業費

46

0.50

総合計画 第1章第5節　公園・緑地の整備

根拠条例等 宇陀市古市場地区活性化計画

少子高齢化により廃校となった旧宇太小学校及び旧宇太保育
所を利用し、寄贈を受けた世界のカエデの有効活用により、菟田
野を「カエデのまち」としての地域活性に導く取り組みとして、カエ
デや地元産品の販売、、産業と観光を複合させ、地域住民と都市
の子ども達がカエデの観察・育苗などの体験学習をとおして交流
を図り、地域への流入人口の増加を図る。

分担金

款

事業
区分 仮称　ワールドメイプルパーク整備工事継続

目 2

4
事業の目的

所管課

細
目

土木費

公園費

都市計画費項

7

一般会計予算

Ｈ２４年度
事業の概要

24年度　　６０，００２千円（最終）
　　　　　　　イベント広場兼駐車場整備工・校舎解体（１棟）・
　　　　　　　植栽工・サービス施設一式
　　　　工 事 費＝   52,950千円
　　　　工事雑費＝　 1,652千円
　　　　校舎解体費＝5,400千円

使用料

区分名区分

27,300

ワールドメイプル
パーク整備事業費

その他

財源の内訳　　（単位：千円）

№

2

年度 所属区分会計
<2012> <163><7-4-2-2><1>

２４

事業
名

一般会計

公園課 （建設部）

備考

%

国　費

60,002H２４予算額

1,702

増減額

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ４．産業振興観光振興プロジェクト
　［観光振興 宇陀市の歴史的文化
    的資産の活用］
　(3) 観光施設、観光資源の整備

2,443,956

県　費

市　債 31,000

Ｈ２３
当初予算額

Ｈ２３
現計予算額

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

－148－
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備考

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ４．産業振興観光振興プロジェクト
　［農林業・商工業の振興］
　(4) 商店街の街路灯更新事業

単
位

２４

事業
名

一般会計予算

一般会計

都市計画課 （建設部）

－

設置基数

総合計画

根拠条例等

事業
区分

継続

所管課

事業の
目　標

・周囲を広範囲に明るく安全を確保し、景観の向上を図る。

単
位

4,000

年度 所属区分会計
<161><7-4-3-2><1><2012>

Ｈ２３
現計予算額

一般財源

分担金

4,000

榛原地区まちづくり
推進事業費

区分

使用料

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

商店街街路灯更新事業

目 3

4

7,945

№

まちづくり推進事業費

都市計画費

2

第３章　第１節（２）定住環境の整備

細
目

2,200

・老朽化した街路灯を撤去し、デザイン性の高いものにし、商店街
のにぎわいを再生する。
・ＬＥＤ電球にすることにより、節電対策を行う。 款

項

区分名

県　費

国　費 1,600

単位当たりコスト　　　　（円）

Ｈ２４年度
事業の概要

・人々が集い場となる市街地や地域の生活拠点となる商店街の
活性化を図るため、また、良好な生活環境の整備・誘導が図られ
る。

11,945

・事業費　４，０００千円
・街路灯撤去　１０基
・街路灯設置　１０基

総事業費：人件費含む （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

決算額又は決算見込額 （千円）

0.50

事業の目的

土木費7

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

1,990,833

活動指標の実績

活動指標名

活動指標の算式

特定財源の状況

200

増減額 4,000

Ｈ２３
当初予算額

平成２３年度（見込）

その他

・社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　　　　　1,600千円
・合併特例債
　　　　　2,200千円

平成２２年度（実績）

H２４予算額

基6.0

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 

－149－



平成 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

備考

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］
　 (1) 効果的な道路改良と補修の
　　　実施

事業の
目　標

近鉄榛原駅を中心とした整備改善をはかり、交通渋滞の緩和、定
住促進、安全性、利便性の向上、災害時の避難通路の確保等が
図られます。

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

活動指標の実績

活動指標名

活動指標の算式

総事業費：人件費含む （千円）

決算額又は決算見込額 （千円）

361,670

人件費 （人工×8,000千円）

489,010

単位当たりコスト　　　　（円）

Ｈ２３
現計予算額

478,630

事業
区分 都市計画道路　東町西峠線道路整備事業継続

目 3

款

項 都市計画費

478,630

事業
名

一般会計予算

事業の目的

所管課

昭和５１年８月６日に都市計画決定を行い、国道１６５号線萩原
交差点から市道玉立２号線（延長１３１０ｍの内３６０ｍ）につい
て、広域的な交通処理機能や市街地の空間形成等に配慮して、
都市の骨格となる道路整備を行う。

総合計画 基本計画　第３章第２節　（２）生活道路の整備　道路の安全性・利便性の向上

根拠条例等

7

4

区分名№

  

13,100

Ｈ２３
当初予算額

財源の内訳　　（単位：千円）

使用料

細
目

まちづくり推進事業費

Ｈ２４年度
事業の概要

・道路整備工事（舗装含む）　Ｌ＝３６０ｍ　１８０，５００千円
・ポケットパーク　２箇所　３０，０００千円
・用地費　７０，０００千円
・建物補償費　２５２，５００千円
・測量・試験・登記委託料　５，０００千円
・付帯工事（単）　２０，０００千円
・その他（事務費）　４，０００千円

平成２３年度（見込）

H２４予算額

25.7
単
位

14,072,763

2.00

16,000

％36.4

505,010

16,000

13,873,901

単
位

％

2.00

特定財源の状況

増減額 83,370

345,670

一般財源

国　費 215,200

榛原地区まちづくり推
進事業費

2

都市計画法

近鉄榛原駅北口広場へのアクセス強化と駅南広場の交通渋滞
の緩和を図ると共に、道路整備とあわせて、沿道スペースにポ
ケットパークを設置し、歩行空間の整備を行い、交流の場としての
活用を図る。

その他

都市計画課 （建設部）

平成２２年度（実績）

社会資本整備総合交付金（旧まちづく
り交付金）　215,200千円

合併特例債　333,700千円

進捗率（％）

事業費/全体事業費

分担金

562,000

土木費

333,700

区分

県　費

市　債

２４

年度 所属区分会計

一般会計

<161><7-4-3-2><1><2012>

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 
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備考

＜予算案のポイント＞
【重点事業】
 ３．市民安心安全プロジェクト
　［生活基盤の整備］
　 (1) 効果的な道路改良と補修の
　　　実施

事業の
目　標

　

従事職員数【人工】

事業の成果

事 業 の コ ス ト

活動指標の実績

活動指標名

活動指標の算式

総事業費：人件費含む （千円）

決算額又は決算見込額 （千円）

人件費 （人工×8,000千円）

単位当たりコスト　　　　（円）

Ｈ２３
現計予算額

事業
区分

都市計画道路　墨坂通り線道路改良
（榛原駅前南交差点付近）及び測量業務委託

新規

目 4

款

項 都市計画費

事業
名

一般会計予算

事業の目的

所管課

・市街地の骨格となる都市計画道路の整備を進めるとともに、宇
陀市立病院へのアクセス道路として、また交差点改修を行うこと
により、安全で快適な環境づくりを図る。

総合計画 第３章　第２節　（１）幹線道路の整備

根拠条例等

7

4

区分名№

200

Ｈ２３
当初予算額

財源の内訳　　（単位：千円）

使用料

細
目

都市計画道路費

Ｈ２４年度
事業の概要

平成２４年度予算　　　５，０００，０００円
　・測量業務委託　Ａ＝１３，４００㎡
　　　５，０００，０００円
　　　・現地測量
　　　・用地測量（一部）

平成２３年度（見込）

H２４予算額

単
位

単
位

特定財源の状況

増減額 5,000

一般財源

国　費 2,500

本庁都市計画道路費1

・市街地において、道路・都市公園等の都市基盤を整備し、合わ
せて旧榛原町庁舎跡を測量を行い、土地利用についての検討資
料とする。
・今後、宇陀市立病院へのアクセス道路となる。

その他

都市計画課 （建設部）

平成２２年度（実績）

　社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　　　　　2,500千円
　合併特例債　2,300千円

分担金

5,000

土木費

2,300

区分

県　費

市　債

２４

年度 所属区分会計

一般会計

<161><7-4-4-1><1><2012>

Ａ 

Ｂ 

Ａ－Ｂ 
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